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G-7　 庖 獲 に対 す 八 背 ならｙ に学 仏 疼 胤 調か　 け ヱ馴

申利ず 釦矯 刄泉 政　 壮 湊 ヤ ン　　 九州 犬庄庶 扶 釘 縦大 届浅　 〇鵠 コト ミ

回妁　 泉 族 の流康 昔行 にあ た る左舜 に と って ，音護 の知 織 ．す跡 ） 身 にフけ る こ と

対

とであ る。 泉庭 看浅す 倚 伜 上 の苓 考 計 紅 い･ た 札 昨 汗 に び きフ ブき主呼 ぁリコ ヤ`

玄 にフ ぃ て， 碁 護 に対 する 爽織 と実 感 き把 援Ｌ たぃ い ち仁 こ の鋼 査 ＆ 犬旅 した 。

方法　EE 苛jt 対 泉 乙する調 香 はい 聡 吋 ８ 早 ド 月ャ ら ／づ にか けて ，福 岡県 を

申心 と す る九川 会城 ｏ ３９ ０名 に， ア ンケ ー ト ）刊れ 左紀 辛 Ｕ そ の結 果 亙某 計 し た ．

学jF に フい ぴ ま詐年 と同 匹 ，指 剛デ 内 のニ フ の短 久 ２対 衷 に ，看 護 学 き複 習 Ｌｋ

３ ７ ぢ石 む巣 習 しな い 川 ワ名 につ い で網企 し た。

栃 果　 主辞 が 看圧歌 膏 き ラけ 心時期 は，年 礼 学 万 によ リ づ の差 ぼあ るが ，名 女

辛 の ／ パ か 付 玄 ご寸 習 Ｌマ お り， そ・ 超 戻 は尤 分 勉拓 で々 た 乙洛 えた ぞ い 礼リ

い あ゙ つ た。右僕 学ぞ にフ い て はづ ７ 匹 ｚ の

G －8   家瓦絆 施設 らヽみfc 家葡 舷漢 一 才't 枝り

大則 嫡 大　 漸 痛祐 子

日的　 実賎的学習 を主体 乙する枝昨 今庭外・ 学習指導 においりI-,  施仮言足痛 ヒ指嘩

幼果 との哨 更is 非常 回♀,いもめ と浅 え 心。希庭斜衆 有/て対 寸る考 丸方li, 直榛 に蓼庭

奸 室の施仮・ 上 に現われ ズくるもの■ ぷ ると判岬 し，豪庭科 室の遠 去の業態 をま し７

客庭料漱浅 利 生格 りえ割 ■本質'S-どダ麦亀 を追 求し, 跨 来。・資粁t すらi, ので朽ゐ。

方息， 今回・報 告 剣 戦後中 俘枝技術･家庭科( 女 子向) ，標 準的 な施設 としア稀 介

されｔ いる資料 を参力 に検討 を加 えr-1  のであ る。

結果　O 中･芋扶/こおける奪庭稀

歩 んゼきたi, ・ であ 乱 畳敷・参,室蒔代・土 間形 式・友財改碁 台阿 時代・ユニット キ

ッキ ン時べ 奪どを作 うあIす恍 きたのはそ の現 われであ って，これ４ 明らヵヽ にその疎代

め参 看方針・産 物 り

け,    ひヒ'}   の散師l}<調 理 と被 服と同時 に特季 で' ? ろ ように計 ぶ したものX. ヵ。 被 暇,と

調だ>こどの't習 が澗 ，室r 行ヽ? えろよ ラ斥計 画があ る。 このよ7    な家庭薪 能。デラン

ができtec/.   剣 家庭科・教 師 の楠手 面の暮用う と経営上・ 問題産心 い え,いi  j    t

考える。3)      翫縫室･剣烹t 意識・ 時代，せ活改善 い うヽ 文化 セッタ-  的役 割 を持 って

ぃた時代 今ど） れぞれ･･ヽ特性 があっ犯。ベ のような麦麦 是程･七　いずれI 逼浅的 －も

<7)   のよう で'h)る。


